
第２学年 国語科学習指導案 

                       日 時 平成 20 年 10 月 10 日（金）5 校時 
                       児 童 2 年 2 組（男 11 名，女 12 名 計 23 名） 
                       指導者 教諭 西城 由美子 
 
１ 単元名   だいじなところに気をつけて読もう 
 教材名   サンゴの海の生きものたち（本川 達雄  光村図書上） 

 
２ 単元の目標 
 ◎ 海の生き物たちがどのように関わり合っているのかを読み取り，共生の仕組みの不思議に興味を

もつことができる。 
 ○ 「海の生きものたち」の共生の仕組みに興味をもち，いろいろな生きものについて調べようと 
  する。                                   （関・意・態） 
○ 「サンゴの海の生きものたち」が互いに役立っていることを，事柄の順序を考えながら読むこ 

  とができる。                                  （読 イ） 
○ 図書館などの本を読んで，「生きものカード」を作ることができる。         （書 イ） 

 ○ 主述の関係，接続語，文末表現に気をつけて読むことができる。          （言 イ） 
 
３ 単元の評価規準 
 ◎ 海の生き物たちがどのように関わり合っているのかを読み取り，共生の仕組みの不思議に興味を

もっている。 
 ○ 「海の生きものたち」の共生のしくみに興味をもち，いろいろな生きものについて調べようとし

ている。                                  （関・意・態） 
 ○ 「サンゴの海の生きものたち」が互いに役立っていることを，事柄の順序を考えながら読もうと

している。                                   （読 イ） 
 ○ 図書館などの本を読んで，「生きものカード」を作ろうとしている。         （書 イ） 
 ○ 主述の関係，接続語，文末表現に気をつけて読もうとしている。          （言 イ） 
 
４ 単元について 
（１）教材について 
   本単元に関わる小学校学習指導要領の目標は，「書かれている事柄の順序や場面の様子などに気付

きながら読む能力を身に付けさせるとともに，楽しんで読書しようとする態度を育てる。」である。

また，内容としては，「Ｃ読むこと（１）イ時間的な順序，事柄の順序などを考えながら内容の大体

を読むこと。（１）エ語や文としてのまとまりや内容，響きなどのついて考えながら声に出して読む

こと。」である。したがって，「事柄の順序を中心にして理解すること。」「ひとまとまりの語や文と

して音読すること。」の指導をとおして，内容を的確に読む力や叙述に即して想像豊かに読む力をつ

けるにふさわしい教材であると考える。 
   この教材は，サンゴ礁の海の生きものたちの関わり合いについて書かれている説明文である。主

に，イソギンチャクとクマノミ，ホンソメワケベラと大きな魚の共生の関係について紹介している。

また,大きな挿絵が効果的に使われており，児童は関わり合いについてイメージを広げやすく,書か

れていることの大体をとらえながら興味をもって楽しく読むことができる。 
 



（２）これまでの学習との関連 
    【１年】            【２年】            【３年】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（３）児童について 

児童は本が好きである。ちょっとした隙間の時間にも，本を手にしている児童がみられる。その

反面，国語の学習に対しては，どちらかというと消極的であることが多い。国語に対して苦手意識

をもっている児童も多く，読み取りの学習においては，自分の考えや思いを積極的に挙手し，話そ

うとする児童は少数であった。また，自分の考えや思いを書く活動においても，「書く」と聞いただ

けで抵抗を示しがちであった。 
このような児童の実態を踏まえ，これまで音読に力を入れて指導をしてきた。はっきりとはりの

ある声で読めるようにすることにより，読むことに自信と意欲をもたせたいと思ったからである。

教材の学習に入る前に，家庭音読を十分に行い，教材の内容をよく把握させたうえで学習に入るこ

とができるように留意した。さらに，自分の考えと思いを自由に発言できる時間をもち，児童のつ

ぶやきを拾いながら学習を進めていくようにした。その結果，「じっくり考えれば分かる」「すらす

ら読めれば分かる」という自信につながり，積極的に学習に取り組むようになってきている。児童

は，「たんぽぽのちえ」の学習を通して，「ちえ」と「わけ」を整理して書く学習や，時間の順序や

理由づけを示す言葉に着目しその役割に気づくという学習をしている。また、「ふきのとう」「スイ

ミー」の学習を通して，自分で考えたセリフを言いながら動作化するという活動もしている。 
 
（４）指導にあたって 
   本単元のねらいは,海の生きものたちの共生の様子を知り,大事な点についておさえて読むことで

ある。 
本教材では,事柄の順序を考えて読み進めながら,中心的な対象や事柄に着目し生きものたちがど

のように関わり合っているのかを読み取らせ,大まかに「はじめ」「中①」「中②」「おわり」という

文章構成を把握させたい。問いかけの文「どんな生きものたちが,どのようなかかわり合いをしてい

るのでしょうか。」から,読み進める目的をつかませ,そこに着目させながら共生の関係を読み取って

いく。しかし,本教材はこれまで読んできた説明文に比べ,説明がやや複雑になっており,登場する生

き物の数も多く,生き物相互の関係もやや入り組んでいる。そのため,中心的な事柄を見つけること

のできない児童もいると予想される。「中①」「中②」の指導にあたっては、効果的に読み取りを進

めることができると考えられる文を切り口にし,そこから思考を広げていくこと 
により,生き物相互の関係を読み取らせていきたい。 

「一本の木」 
・「一本の木」の叙述の順序を考え

ながら読む。 

「どうぶつの赤ちゃん」 

・時間の流れに沿って,内容の大

体を読み取る。 

「じどう車くらべ」 
・自動車の働きと作りの 
 関係を考えながら読む。 

「サンゴの海の生きものたち」 
・「サンゴの海の生きものたち」が

互いに役立っていることを,事柄

の順序を考えながら読む。 「すがたをかえる大豆」 

・身近な食べ物について興味を

もち,内容を大きくまとめた

り,必要なところは細かい点

に注意しながら読む。 

「いろいろなくちばし」 
・説明の順序や内容を考えな 
 ながら読む。 

「たんぽぽのちえ」 
・時間の順序や理由づけを示す言

葉に着目し,「様子」と「わけ」

などを考えながら読む。 

「ありの行列」 
・ありの生態に興味をもって読

むとともに,「段落」について

知り,まとまりに注意しなが

ら読む。 



 
 【研究仮説１「読むこと」の学習指導過程に確かに読むための「書く活動」を取り入れる。】 
  ア 海の生きものたちの様子や関わり合いを書くこと。 
  イ 海の生きものたちの気持ちを考えて，吹き出しに書くこと。 
 
 【研究仮説２「読むこと」に関わる学習技能を身につける活動を工夫する。】 
  ア 学習技能として，接続語の意味について指導する。 
  イ 学習技能として，理由を説明する文末表現について指導する。 
 
５ 単元の指導と評価の計画（１１時間） 

段
階 

時
間 主な学習活動 具体の評価規準 

（おおむね満足） 努力を要する児童への支援 

１ 

○サンゴの海のイメージを広げ，海

の中の生きものについて知り，初

めて知ったことなどを発表する 
○新出漢字の練習をする。 

○サンゴの海のイメージを

広げ，海の中の生きものに

興味をもっている。 
○新出漢字の読み書きがで

きている。 

○海の中の写真からイメージを

広げさせる。 
 
○教材文に出てくる漢字を最初

にまとめて学習させる。 

２ 

○全文を通読して感想をもつ。 
 ・教材文を読む。 
 ・題名読みをする。 
 ・感想を書く。 

○サンゴの海の様子を知り，

初めて知ったことや不思

議に思ったことを書いて

いる。 

○教材文の場面を取り出して感

想を聞き，おもしろいと思っ

たところを書くようにさせ

る。 

つ
か
む 

３ 

○学習の計画を立てる。 
 ・全文を「始め」「中①」「中②」

「終わり」に分ける。 
 ・読んで分かったことや思ったこ

とを発表する。 
・読みのめあてを知る。 

○「たんぽぽのちえ」の学習

をもとに，全文を４つに分

けている。 
 
 

○挿絵を手がかりにして，４つ

に分けるようにさせる。 
 
 
 
 

４ 

○意味段落１（形式段落①②）を読

む。 
 ・読みのめあてを確認しながら全

文を音読する。 
 ・どんな生きものたちが出てきて，

何をしているのかを考える。 

○話題提示と問いかけの文

を見つけている。 
 
 

○②段落問いかけの文があるこ

とに気づかせる。 
 
 

５ 

○意味段落２（形式段落③④）を読

む。 
 ・イソギンチャクとクマノミの体

の特徴を読み取る。 

○ イソギンチャクとクマ

ノミの体の特徴を読み

取っている。 
 

○問いかけの文「どんな生きも

のたちが，・・・しているので

しょうか。」に対する答えを見

つけることに気づかせる。 

６ 

○意味段落２（形式段落⑤⑥）を読

む。 
 ・イソギンチャクとクマノミとの

関わり合いを読み取る。 

○イソギンチャクとクマノ

ミが助け合って生きてい

ることを読み取っている。

○イソギンチャクとクマノミの

気持ちを吹き出しに書かせ

る。 
 

ふ
か
め
る 

７ 

○意味段落３（形式段落⑦）を読む。

 ・ホンソメワケベラの体の特徴を

読み取る。 

○ホンソメワケベラの体の

特徴を読み取っている。 
 

○本文と写真を照らし合わせな

がら，特徴を読み取らせる。

 



８ 

本
時 

○意味段落３（形式段落⑧⑨）を読

む。 

 ・ホンソメワケベラと大きな魚と

の関わり合いを読み取る。 

○ホンソメワケベラと大き

な魚が，お互いに役立って

いることを読み取ってい

る。 

○それぞれの生きものになった

つもりで，気持ちを吹き出し

に書かせる。 

 

９ 

○意味段落４（形式段落⑩）を 
読む。 

 ・海の生きものたちの関わり合い

についてまとめる。 

○登場した生きものの特徴

や関わり合いについて，正

確に読み取っている。 

○今までのワークシートを振り

返らせる。 
 
 

10 

○「生きもの新聞」を作る。 
 ・「生きもの新聞」にまとめること

を整理する。 

○「生きもの新聞」にまとめ

ることを整理して書いて

いる。 

○まとめるときのキーワードに

なる事柄を新聞に記入させ

る。 
ま
と
め
る 

11 

○「生きもののひみつ」を紹介し合

う。 
 ・発表の練習をする。 
 ・小グループ内で発表し合う。 

○友達にわかるように話し

たり，友達の発表を興味を

もって聞いたりしている。

○発表の話型を示す。 
○質問や感想を言うときの話型

を示す。 
 

 
 
６ 本時の展開  ８／１１ 
（１）本時の目標 
  ○ホンソメワケベラと大きな魚の関わり合いを読み取ることができる。 
（２）具体の評価規準 

 Ａ 十分満足 Ｂ おおむね満足 Ｃ努力を要する児童への手だて 

読
む
こ
と 

 教材文をもとに，ホンソメ

ワケベラと大きな魚が互い

に役立っていることを読み

取り，関わり合いを言葉でま

とめている。 

 教材文をもとに，ホンソメ

ワケベラと大きな魚が互い

に役立っていることを読み

取っている。 
 

 挿絵を提示し，教材文の接

続語や文末表現に気をつけ

て読み取らせる。 
 
 

 
（３）本時の指導における仮説との関連 
〈仮説１に関わって〉 

  ア ホンソメワケベラと大きな魚が，それぞれ得をしていることを書くこと。 
  イ ホンソメワケベラと大きな魚の気持ちを考えて，吹き出しに書くこと。 
 〈仮説２に関わって〉 
  ア 学習技能として，接続語「でも」の意味や使い方について指導する。 
  イ 学習技能として，理由を説明する文末表現「・・・からです。」について指導する。 
 
 
 
 
 
 
 
 



（４）展 開 
段階 主な学習活動 指導上の留意点（・）  評価の観点（◎） 

つ
か
む 

５
分 

１ 前時の学習をふりかえる 
 
 
２ 本時の学習課題を確認する。  
  
 

・前時にホンソメワケベラの特徴を読み取ったことを

想起することにより，本時の学習への意欲を高める

ようにする。 
・一斉読させることにより，本時の課題を確認させる。

・ホンソメワケベラと大きな魚の様子に気をつけて読

み取っていくことを指示する。 
 

 

３ 学習課題を解決する 
（１）課題解決の見とおし 
①学習範囲を音読する。 

  （Ｐ74Ｌ５～Ｐ75Ｌ７） 
（２）課題解決のための読み取り 
①ホンソメワケベラと大きな魚の様子

を読みとる。 
  ・食べられないのはなぜかを読み取

る。 

 
 
・ホンソメワケベラの様子に気をつけて読むことがで

きるようにする。 
 
・大きな魚たちは，ホンソメワケベラがきれいに口の

中をそうじしてくれるのを知っているから，食べな

いということをつかむことができるようにする。 

ふ

か

め

る 
 

30
分 

  ・「でも」の使い方に気づく。 
          【仮説２ ア】 

・ホンソメワケベラにとってよいこ

とを読み取る。 
        【仮説１ ア】 
 
 
・大きな魚にとってよいことを考え

る。 
・理由を説明する文末表現に気づく。

        【仮説２ イ】 
 
 
 

 
②ホンソメワケベラと大きな魚の気持

ちを考える。 
  ・吹き出しに書く。 
          【仮説１ イ】 
 

・発表をする。 
 
 
③ホンソメワケベラと大きな魚の関わ

り合いについてまとめる。 
 
 
 

・「たんぽぽのちえ」での学習と関連づけながら，「で

も・・・ありません。」の使い方を理解させる。 
・叙述に即して読み取らせ，ホンソメワケベラと大き

な魚がいっしょにいるとよいのはなぜかを考えさ

せる。 
◎ホンソメワケベラが，得をしていることを書くこと

ができたか。（ワークシート） 
・挿絵を参照させ，大きな魚にとって得になることを

考えさせる。 
・「知っています。」と「知っているからです。」を比

較させて，「・・・からです。」が理由を表す表現で

あることに気づかせる。 
・⑨段落の「そうじをしてとった虫が，食べものにな

るのです。」の叙述に着目させ，ホンソメワケベラ

もえさを手に入れて，得をしていることをつかませ

る。 
・ホンソメワケベラと大きな魚の気持ちを吹き出しに

書くことにより，関わり合っていることをつかませ

るようにする。 
◎ホンソメワケベラと大きな魚の気持ちを考えて，文

で表現することができたか。（ワークシート） 
・ホンソメワケベラと大きな魚が関わり合っている様

子を身体で表現することにより，お互いに感謝して

いることをつかませるようにする。 
・本時で読み取ったことをもとに，ホンソメワケベラ

と大きな魚はどのような関わり合いをしているの

かを，言葉でまとめさせるようにする。 
 

ホンソメワケベラと大きな魚は，

たがいにたすけ合っているのです。

ホンソメワケベラと大きな魚の
かかわり合いを読みとろう 



ま

と

め

る 
 

10
分 

４ 学習のまとめをする。 
（１）学習課題に対するまとめ 
 ・⑧⑨段落を一斉読みする。 
 
（２）自己評価する。 
 
 
５ 次時の学習の見とおしをもつ 
 

 
・声に出して読むことにより，読み取った事を確かめ

ることができるようにする。 
 
・本時の関心・意欲・態度について振り返り，満足感

や成就感をもつことができるようにする。 
 
・海の生きものの関わり合いについてまとめることを

知らせ，意欲づけを図る。 
 
 
（５）板書計画 
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